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稿中のメダカのカルシトニンの塩基配列の論文が本年、発表された(TheFishBiol.J.Medakal2007)。

一方、鈴木は魚のウロコを骨のモデルとして用い、物理的刺激やホルモン等の生理活性物質の骨に

対する作用を調べ、その応答の多様性を研究している。本年度は科学研究費及び宇宙環境利用科学委

員会研究班ワーキンググループの研究助成を受け、①超音波の音圧による機械的刺激、②遠心機によ

る過重力刺激、③3次元クリノスタットによる微小重力刺激に対する骨芽及び破骨細胞の応答につい

て、ウロコのアッセイシステムを用いて解析した。以下に示す。なおこれらの成果は、カナダのモン

トリオールで開催された国際骨代謝学会のサテライトシンポジウム(ComparativeEndocrinologyof

CalciumRegulation)で発表（招待講演）した。

超音波の機械的刺激の骨代謝に対する影響は、富山大学の近藤隆教授と当センターの清水宣明教

授及び北村敬一郎准教授等との共同研究により解析し、第78回日本動物学会、第35回日本生体電気・

物理刺激研究会、IntemationalSymposiumofSonochemistryandSonoprocessing2007で発表した。さら

に今年度は、超音波の機械的刺激の歯の発生に及ぼす影響も調べた。超音波の硬組織に対する影響は、

最近注目されており、実際に骨折治療にも適用されている。破骨細胞のマーカーもクローニングでき

たので(Biochem.Biophys・Res.Commun.,2007)、今後は遺伝子発現等の解析により、超音波の硬組

織に対する作用機構を解析していく予定である。

宇宙環境利用科学委員会研究班ワーキンググループのメンバーと共に、遠心機の過重力刺激に対す

る影響を解析した。その結果、骨芽細胞の活性は、2Gという低強度の重力負荷でも応答し、5及び10

分間処理により、その活性が上昇した。4Gでは2Gとあまり変わらないが、7Gでは顕著に骨芽細胞の

活性が上昇した。さらに破骨細胞の活性も2Gで5分間処理しても応答し、その活性が低下した。破骨

細胞活性の低下率は、強度が上がるにつれて下がり、7Gでは破骨細胞の活性が上昇する傾向にあっ

た(Biol.Sci.Space,2008)。これらの結果は、バイブレーションによる加速度重力の結果(Adv.

SpaceRes.,2007)と似ており、ウロコは重力刺激に感度よく応答したことを示している。

筑波宇宙センターの3次元クリノスタットを用いて、微小重力下で6及び24時間処理し、骨芽及び破

骨細胞の変化を解析した。その結果、キンギョの骨芽細胞の活性が低下し、破骨細胞の活性が上昇し

た。また24時間の方が、3次元クリノスタットの効果がより強く現れていた。一方、1軸（2次元）で

回転した場合は、ウロコの骨芽及び破骨細胞の活性は変化しなかった。したがって、ウロコは3次元

クリノスタットによる微小重力に応答し、宇宙空間で進行する骨密度低下に近い状態になったと考え

られる(SpaceUtiliz.Res.,2008)。ウロコは物理的刺激の骨代謝に対する影響を解析する良いモデル

であり、「きぽう」の国際宇宙ステーションにおける宇宙実験（船内実験室利用第二期宇宙実験

2010年から2011年）のフライト候補にも選定された。宇宙航空研究開発機構の大森克徳主任研究員と

の共同研究により、宇宙実験に向けて準備を進めていく予定である。

ウロコを用いて骨疾患の治療薬の開発も行っている（本研究報告参照）。本年度は独立行政法人

科学技術振興機構平成19年度「シーズ発掘試験」の助成を受け、ウロコのアッセイ系でスクリー

ニングされた新規化合物(J.PinealRes.,2008)の卵巣除去ラットにおける影響を評価した。その結果、

ウロコで得られた結果が再現され、卵巣除去ラットにおいても骨強度が有意に上昇した（米国、中国、

欧州特許出願中）。さらに、ハムリー（株）の関あずさ博士と共に、低Ca食ラットを用いて実験を

行った結果、骨密度を有意に上昇させることが半|｣明した。これらの成果を本年秋に開催される骨代謝

学会で発表予定である。

また鈴木は、金沢大学大学院自然科学研究科の小林史尚准教授及び九州大学大学院の大嶋雄治准教

授との共同研究により、環境汚染物質であるトリブチルスズを分解する可能性の高い海洋細菌を単離

し、同定した（日本海域研究、2008)。今後これらの細菌の多様な機能を利用し、環境汚染物質を分

解・除去するシステムの開発を現在計画している。
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【研究業績】

1）学術論文

(1)Suzuki,N.,Kitamura,K.,Nemoto,T.,Shimizu,N.,Wada,S.,Kondo,T.,Tabata,M.J.,Sodeyama,F.,

Uiri,K.andHattori,A.:Effectofvibrationonosteoblasticandosteoclasticactivities:Analysisof

bonemetabolismusinggoldfishscaleasamodelfbrbone.Adv.SpaceRes.,40:1711-1721(2007)

(2)Azuma,K.,Kobayashi,M.,Nakamura,M.,Suzuki,N.,Yashima,S.,Iwamuro,S.,Ikegame,M.,

Yamamoto,T・andHattori,A.:Twoosteoclasticmarkersexpressedinmultinucleateosteoclastsof

goldfishscales.Biochem.Biophys.Res.Commun.,362:594-600(2007)

(3)Wada,S.,TazawaT.,Suzuki,N.,Furuta,I.andNagano,I.:Pulpablationtherapybyinductive

heating:Heatgenerationcharacteristicsinthepulpcavity.OralDis.,13:193-197(2007)

(4)Kobayashi,F.,Daidai,M.,Suzuki,N・andNakamura,Y.:Degradationofphenolinseawaterusinga

novelmicroorganismisolated廿omtheintestineof"""肋γocM.Int.Biodeterioration

Biodegradation,59:252-254(2007)

(5)Sasayama,Y.,Higashide,Y.,Sakai,M.,Matada,M.andFukumori,Y.:Relationshipbetweenthe

lifestyleofaSiboglinid(Pogonophoran)Polychaete,Oﾉjgo〃αc〃αmas"koi,andthetotalsulfideand

nitrogenlevelsinitshabitat.Zool.Sci.,24:131-136(2007)

(6)Ngamniyom,A.,Magtoon,W.,Nagahama,Y.andSasayama,Y.:Astudyofthesexratioandfin

morphologyoftheThaimedaka,O""zjas加加""""s,inhabitingsuburbsofBangkok,Thailand.The

FishBiol.J.Medaka,ll:17-21(2007)

(7)Sakamoto,H.andSasayama,Y.:NucleotidesequenceofcDNAofbone-mineralizinghormone

calcitonininmedaka(Teleostei).TheFishBiol.J.Medaka,11:5-8(2007)

(8)Aki,Y.,Nakagawa,T.,Nagai,M.,Sasayama,Y.,Fukumori,Y.andlmai,K.:Oxygenationproperties

ofextracellulargianthemoglobin廿omO/jgo〃αchjα〃､as〃肋i.Biochem.Biophys.Res.Commun.,

360:673-678(2007）

(9)Kubota,N.,Kanemori,M.,Sasayama,Y.,Aida,M.andFukumori,Y.:IdetificationofEndosymbiOnts

inOﾉjgo〃αc〃α碗as〃肋j(Siboglinidae,Annelida).MicrobesEnviron.,22:136-144(2007)

(10)DeguchilM.,Kubota,N.,Matsuno,A.,Kanemori,M.,Fukumori,Y.andSasayama,Y.:Actual

distributionofbacteriocytesinthetrophosomeofabeardwonn(Oﾉjgo〃αchjα"as〃肋j,Siboglinidae,

Annelida):Clarificationusingwhole-mount加sMhybridization.ActaZool.,88:129-135(2007)

(11)鈴木信雄，大森克徳，井尻憲-,北村敬一郎，清水宣明，田畑純，池亀美華，中村正久，

近藤隆，松田恒平，安東宏徳，笠原春夫，永瀬睦，服部淳彦：魚類のウロコを用いた宇宙

生物学的研究.SpaceUtiliz.Res.,23:318-321(2007)

(12)Suzuki,N.,Kitamura,K.,Somei,M.Reiter,R.J.andHattori,A.:Novelbromomelatoninderivatives

suppressosteoclasticactivityandincreaseosteoblasticactivity:Implicationsfbrthetreatmentofbone

diseases.J.PinealRes.,44:326-334(2008)

(13)鈴木信雄，小林史尚，又多政博，服部淳彦，伊藤靖，大嶋雄治：能登半島沿岸の海水中の

トリブチルスズ濃度測定と海洋細菌によるトリブチルスズの浄化の試み．日本海域研究，39：

49-53(2008)

(14)鈴木信雄，大森克徳，井尻憲-'北村敬一郎，清水宣明，田畑純，池亀美華，中村正久，

近藤隆，松田恒平，安東宏徳，笠原春夫，永瀬睦，久保田幸治，奈良雅之，服部淳彦：

擬似微小重力及び過重力下における骨代謝制御：培養ウロコを用いた解析.SpaceUtiliz.Res.,

24:230-233(2008）
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(3)Suzuki,N.:Effectofphysicalstressontheosteoblastsandosteoclasts:Analysisofbonemetabolism

usinggoldfishscaleasamodelfbrbone.The6thlnternationalSatelliteSymPOsiumonthe

ComparativeEndocrinologyofCalciumRegulation(17thScientificMeetingSecondJointMeetingof

InternationalBoneandMineralSociety),Montreal,Canada(2007,6)(招待講演）

(4)Suzuki,N.,Somei,M.,Kitamura,K.andHattori,A.:Novelbromomelatoninderivativesactivate

osteoblastsandsuppressosteoclastssimultaneouslyinthegoldfishscale・17thScientificMeeting

SecondJointMeetingoflntemationalBoneandMineralSociety,Montreal,Canada(2007,6)

(5)小泉隆，山田哲也，笹山雄一：環形動物門マシコヒゲムシに存在するα-グルコシダーゼ様

活性を示す蛋白質の生化学的研究．第78回日本動物学会，弘前（2007,9）

(6)NgamniyomA.，長濱嘉孝，笹山雄一：バンコク郊外に棲むタイメダカの性比：特に間性の個

体の鰭の形態に注目して．第78回日本動物学会，弘前（2007,9）

(7)崎村宗徳，上田誠，鈴木雅一，戸村秀明，笹山雄一，田中滋康：ウシガエル内リンパ嚢の

炭酸カルシウム結晶融解のホルモン調節．第78回日本動物学会，弘前（2007,9）

(8)鈴木信雄，北村敬一郎，清水宣明，田畑純，池亀美華，中村正久，近藤隆，和田重人，

井尻憲一，大森克徳，服部淳彦：超音波の機械的刺激及び加速度の重力刺激に対する骨芽・

破骨細胞の応答．第78回日本動物学会，弘前（2007,9）

(9)池上太郎，東恭一，服部淳彦，鈴木信雄，中村正久，安東宏徳：キンギョのメラトニン受

容体遺伝子の発現の日周変動．第78回日本動物学会，弘前（2007,9）

(10)小多雄太，柿川真紀子，鈴木信雄，山田外史，北村敬一郎，服部淳彦，廣田憲之，岩坂正和，

上野照剛：骨形成におよぼす交流磁場効果．第31回日本応用磁気学会，東京(2007,9)

(l1)小多雄太，柿川真紀子，鈴木信雄，山田外史，廣田憲之：骨形成におよぼす静磁場効果に関

する研究．平成19年度電気関係学会北陸支部連合大会，福井(2007,9)

(12)古谷遼，小林正樹，中村正久，鈴木信雄，服部淳彦：キンギョの再生ウロコを用いた骨形

成関連遺伝子の発現解析．第32回日本比較内分泌学会，栃木(2007,10)

(13)ThamamongoodT.,田畑純，中村正久，鈴木信雄，服部淳彦：キンギョのウロコを用いた

種々の骨破壊一骨再生モデル系の確立．第32回日本比較内分泌学会，栃木(2007,10)

(14)鈴木信雄小林史尚，又多政博，伊藤靖，大嶋雄治，服部淳彦：トリブチルスズのカルシ

ウム代謝に及ぼす影響と海洋細菌による浄化の試み．第32回日本比較内分泌学会，栃木

(2007,10)

(15)Ngamniyom,A.,Magtoon,W.,Nagahama,Y.andSasayama,Y.:Thecomparisonofecpressionrates

ofmRNAofandrogenreceptor,estrogenreceptorandbonemorphogenicproteinbetweenmaleand

femalefinsinJapanesemedaka,O"zi"ノα"es.ThelnternationalSymposiumofOryziasFish.

Bangkok,Thailand(2007,ll)

(16)Kitamura,K.,Suzuki,N.,Nemoto,T.,Shimizu,N.,Tabata,M.J.,Wada,S.,Omori,K.,Nakamura,M.,

Kondo,T.andHattori,A.:Effectsoflow-intensityultrasoundonbonemetabolismingoldfishscale.

InternationalSymposiumofSonochemistryandSonoprocessing2007,Kyoto,Japan(2007,12)

(17)鈴木信雄：魚類（キンギョ）のウロコを骨のモデルとして用いた評価システムの開発と

応用：微小重力環境下で進行する骨密度低下の治療・予防を目指して．

宇宙基礎医学生物学研究に用いるべき最適なモデル生物に関するワークショップ

（第3回筋骨格系の実験に向けたモデル生物），東京(2008,1)
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3）利用者数及び船舶の使用状況

平成19年度臨海実験施設利用者数（延べ人数869人の内訳）

研究者 学生

学内 学外 学内 学外(月）

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３

１
１
１

１
２
０
４
２
７
１
２
１
０
１
０

１

８
０
６
０
７
７
２
６
２
２
２
２

１

６
１

４
９
４
８
８
８
３
８
２
０
２
０

６
３
５
６

６
０
４
０
４
４
０
㈹
０
０
０
０

，
妬
２

合計 31 124 256 458

平成19年度臨海実験施設船舶使用回数

(月）あおさぎくろさぎ

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３

．
１
１
１

３
４
４
３
３
２
３
４
３
３
４
３

１
１
２
３
５
３
４
３
３
３
２
２

合 計 3239
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研究報
生
ロ

＊パイブレーシヨンによる加速度負荷に対する骨芽細胞及び破骨細胞の応答

鈴木信雄，北村敬一郎，根本鉄，服部淳彦(pl4-15)

*新規プロモメラトニン誘導体の破骨細胞及び骨芽細胞に対する影響

鈴木信雄，染井正徳，北村敬一郎，服部淳彦(pl6-17)

*環形動物門マシコヒゲムシ("//g肋〃的/a朋幼/ko/)の体前･体中部におけるEST解析

岡田アキ(pl8)

＊環形動物門マシコヒゲムシ(〃//召肋燗妨/a

構造学的研究

山田哲也(pl9)

朋幼/ko/)の栄養体の組織化学的･微細

＊海底からのトリブチルスズ耐性細菌の単離

鈴木信雄,小林史尚，又多政博，伊藤靖，大嶋雄治，服部淳彦(p20-21)
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